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《収入》 今年度予算額
（Ａ）

上半期執行額
（Ｂ）

執行率
（Ｂ / Ａ）

水道事業収益 合計 5 億 5800 万円 2 億 3445 万円 42.0％
営業収益  計 5 億 4308 万円 2 億 3004 万円 42.4％
給水収益 4 億 3000 万円 2 億 2513 万円 52.4％
受託工事収益 1億　793 万円 73 万円 0.7％
その他営業収益 515 万円 418 万円 81.2％
営業外収益  計 1492 万円 441万円 29.6％
他会計補助金、雑収益等 1492 万円 441万円 29.6％

■収益的収支の予算執行状況（経営状況）

区分 今年度上半期 前年度上半期 前年対比
給水件数 6554 戸 6518 戸 100.6％
配水量 134 万 9611㎥ 130 万 9895㎥ 103.0％

１日平均配水量 7375㎥ 7158㎥ 103.0％
給水量 100 万 4170㎥ 97 万 3410㎥ 103.2％

１日平均給水量 5487㎥ 5319㎥ 103.2％
有収率 74.4％ 74.3％ 100.1％

■給水状況（上半期水道事業）

借入先 前年度末残高 上半期返済額 未返済残高
財務省

財政融資資金 14 億 8637 万 3510 万 14 億 5127 万
地方公共団体
金融機構 9 億 5960 万 3179 万 9 億 2781 万

市中金融機関 4860 万 4860 万 0 万
合計 24 億 9457 万 1億 1549 万 23 億 7908 万

上半期の収支差引（消費税含む）
2 億 3445 万円 －2 億　264 万円＝ 3181万円

《支出》 今年度予算額
（Ａ）

上半期執行額
（Ｂ）

執行率
（Ｂ / Ａ）

水道事業費用 合計 5 億 5800 万円 2 億　264 万円 36.3％
営業費用  計 4 億 6498 万円 1億 6981万円 36.5％
原水及び浄水費 3865 万円 1764 万円 45.6％
配水及び給水費 3608 万円 1755 万円 31.3％
受託工事費 1億 1410 万円 1012 万円 8.9％
総係費 3785 万円 1530 万円 40.4％
減価償却費 2 億　466 万円 1億　233 万円 50.0％
資産減耗費 1170 万円 674 万円 57.6％
その他営業費用 194 万円 13 万円 6.7％
営業外費用  計 9302 万円 3283 万円 35.3％
支払利息等 9302 万円 3283 万円 35.3％
予備費 20 万円 0 万円 0.0％

■企業債（借入金）返済状況

～平成 22 年度上半期の財政状況～

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地方交付税 56 億　　　　 39 億 4992 万 70.5％

市　税 23 億　　　　 13 億 2689 万 57.7％
国庫支出金 13 億 4638 万 4 億　371万 30.0％

諸収入 13 億 3174 万 7465 万 5.6％
市　債 9 億 1220 万 50 万 0.1％

県支出金 6 億 9848 万 1億　250 万 14.7％
その他 14 億 1383 万 10 億 7366 万 75.9％

支出内容 予算額 支出済額 執行率
土木費 34 億 5780 万 7 億 9283 万 22.9％
民生費 29 億 9577 万 9 億 7971 万 32.7％
公債費 18 億　303 万 9 億 1805 万 50.9％
総務費 14 億　　75 万 5 億4365 万 38.8％
商工費 9 億 9018 万 6 億1123 万 61.7％
教育費 9 億 7060 万 3 億8940 万 40.1％
衛生費 7 億 9242 万 2 億 3649 万 29.8％

農林水産業費 6 億 5262 万 1億 1433 万 17.5％
その他 5 億 3946 万 2 億4359 万 45.2％

1．一般会計の状況 一般会計 歳入歳出予算額　136億　263万円

２．特別会計の状況
会　計 予算額 支出済額 執行率

簡易水道等 2 億 3283 万 6974 万 30.0％
公共下水道 9 億 2626 万 4 億 3223 万 46.7％

特定環境保全公共下水道 4 億 1739 万 2 億　　84 万 48.1％
農業集落排水 3 億 6455 万 1億 7079 万 46.8％
国民健康保険 24 億 6613 万 9 億 5619 万 38.8％
老人保健医療 67 万 3 万 4.0％

後期高齢者医療 2 億 2320 万 9607 万 43.0％
介護保険 22 億 7210 万 9 億 6018 万 42.3％

介護サービス 582 万 28 万 4.8％
福祉企業センター 5722 万 2308 万 40.3％

ケーブルテレビ事業 3 億 2008 万 8440 万 26.4％

　市の借金である市債の残高は順調に減少しています。今
後も計画的に返済を行い、健全な財政運営に努めます。

（各年の残高数値は 9 月末現在）

長期借入金残高の推移
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平成 22 年度 一般会計予算の補正状況　歳　入

　歳　出 支出済額 48 億 2928 万円
執行率 35.5％
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パイロット

● 6 月補正額
　1億 7816 万円
 ・市道新設・改良工事
 ・エノキタケ菌種製造施設
　整備事業
 ・寺まち公園周辺修景工事など
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259 億 1197 万

120 億

130 億

140 億

22 年度当初予算
（繰越含む）

134 億 2447 万円
９月補正予算成立が１０月１
日以降のため、平成２２年
度上半期の補正は６月補正
予算のみとなります。

収入済額 69 億 3183 万円
収入率 51.0％

飯山市の財政事情 　市では年 2 回、財政の執行状況等を市民の皆さんに公
表しています。今回は平成 22 年 4 月から 22 年 9 月末
まで（数値は 9 月末現在）の状況です。なお、さらに詳
細なデータは飯山市ホームページでご覧いただけます。

※給水量…有収水量のこと（水道料金の対象となった水量）
※有収率…配水量に対する有収水量の割合

※営業費用のうち、減価償却費、資産減耗費については 22 年度
　見込額の 2 分の１を執行額として集計しています。

※平成 22 年度上半期は、企業債の新規借入はありません。

【お問い合わせ・お申し込み】
子ども課子育て支援係 ☎ 62-3111 内線３６３

　市教育委員会では、次のとおり保育園の臨時
職員を募集します。
■募集職種・募集人数
　▼保育士…若干名　▼給食調理員…若干名
■応募資格（次の資格を持つ 60 歳未満の方）
　▼保育士…保育士　▼給食調理員…調理師
■試験内容　書類審査および面接
■試験日時　申込者に直接連絡
■勤務条件　時給８００円（日額６４００円）、
　　　　　　その他は市規定によります。
■任用期間　平成 23 年４月１日～同９月30日

　（勤務成績により更新あり）
■応募期間および提出書類
　12 月 21日㈫から平成 22 年１月 20 日㈭ま
での間に、自筆履歴書（写真貼付）を教育委員
会事務局子ども課まで提出してください。

保育園臨時職員を募集します
（保育士・給食調理員）

　平成 22 年度上半期の水道事業の業務状況をお知らせしま
す。（数値は平成 22 年９月末現在）
給水の状況
　上水道の給水量は、約100.4 万㎥となり、前年上半期比
3 万㎥ほど増となりました。主な要因は、大口利用者の水需
要の回復（前々年度並み）が考えられます。
建設改良工事の状況　【 主な工事内容】
・山岸水源さく井工事　・吉水源送水管布設替工事
・老朽ポンプ更新工事（蕨野ポンプ）
・新幹線飯山駅周辺整備事業関連水道管布設工事
受託工事
・旭北部簡易水道施設築造および送水管布設工事
・計装設備設置工事　等

～平成22年度上半期の経理状況など～
水道事業会計


